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警備体制について 

【校門の管理】 

１．登校時 

(1)原則として朝の開門は 7 時 00分 

(2)登校時は正門と裏門を開放。なお、生徒へは登校時刻等について、次の点を指導する。 

※通常の授業時は、8時 10分～8時 25 分の間に登校すること 

※遅刻して門が閉まっている場合は、正門から入り、職員室へ行くこと。 

※遅刻する場合は学校に電話連絡すること。 

※朝練習で来る生徒は 7時 10分以降に登校すること。 

※8 時 30分に施錠。 

(3)校門指導(8時 10分～8 時 30分)  

※校門で生徒の登校を見守る。教職員から挨拶・声かけを心がける。 

２．授業時・休憩時  

(1)正門・横小門はかんぬきをかけ、ここを出入り口として使用する。 

(2)来校者については、インターホンで用件を聞き、玄関での受付簿の記入と来校者カードの着

用を依頼する。  

３．下校時、放課後 

(1)生徒の下校の際には、正門から下校させ、交通安全指導を徹底する。 

(2)来校者については、授業時と同様。  

４．休業日 

(1)クラブで登校する生徒等は正門・横小門を出入り口として使用する。小門にはかんぬきをか

ける。 

校内巡視と安全点検について 

１．校内巡視等(不審者を早期に発見するには) 

(1) 本校教職員であることが誰にでもわかるように、校内では必ず教員ｶｰﾄ（゙名札）を着用する。 

(2) 原則として毎休憩時間は、生徒の監督とともに、自分の近くに不審者等がいないかどうか、

意識的に確認するよう努める。 

(3) 通常は、次のような体制で、始業前に正門指導と校内巡視を実施する。 

※時間帯・担当 

①授業前（8時 10分～8時 30分）   → 校門指導・生徒指導担当教師 

②授業中（8時 30分～15時 40分） → 校内巡視・各学年教師 

③クラブ活動中            → クラブ顧問 

２．安全点検 

(1)学期に 1 回安全点検を実施。 

(2)安全点検分担割り当て 

①各教室・トイレ → 掃除分担教師 

②準備室(理科・美術・音楽・技術家庭) → 教科担当者 

③グランド・体育倉庫・体育館・プール → 保健体育科教師 

④保健室 → 養護教諭 

⑤職員室 → 教頭 

⑥校長室 → 校長 

⑦コンピューター室 → 技術家庭科教師 
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火災の防災対策 

  

１．目 標 

   火災や災害に当っては、生徒の生命尊重と安全を第一とし、避難完了後搬出・消火等をすみ

やかに行う。  

 ２．防火管理担当者  

 ３．日常の措置及び避難訓練 

   防火用具の点検、非常経路の安全性の確認と避難訓練の実施。 

  ４．組織及び役割分担 

  避難判断及び指示（校長）  計時・１１９番通報（教頭）  集合指揮（生徒指導主事） 

  グランド放送準備（進路指導主事）  校内放送（教務主任） 

    生徒集約  1年（学年主任）  ２年（学年主任）  3年（学年主任）    

 救護（養護教諭）  

   最終見回りと避難経路上の生徒整理 

 生徒誘導 各学級担任 

 誘導担当場所  各学年副担任 

 

 消火設備について 

      消火器   粉末ＡＢＣ10型（ドライケミカルＳＰ－10Ｅ） 

       設置場所  管理棟、教室棟、体育館、技術棟は別掲、避難経路図に図示 

             プール棟（管理室内３本） 

             電気室、ポンプ室、浄化槽機械室（各１本） 

      使用方法  安全栓をはずし、火元にホースを向けて、強くハンドルをにぎり、掃くよ

うに吹きつける。 

      屋内消火栓 別掲、避難経路図に図示。計 17 ケ所 

     消防用水(プール) 約 400ｔ（15×25×1～1.3） 

     消防車採水口  ４ケ所（プール北側スロープ壁面） 

     各々鍵は所定のｷｰまたはﾏｽﾀｰｷｰが必要です。火災発生の際は即刻使用してください。 

     ＊消火設備は常々管理点検すること。 

 

 避難訓練及び非常時の行動について 

     避難訓練の目的  １．非常時に冷静、的確な判断、態度がとれるようにする。 

              ２．迅速な行動と確実な人員確認をはかる。 

     避難訓練の計画  特活で事前指導を徹底し、年１回実施する。 

     避難訓練の内容  非常ベル→非常放送→指示に従いグランドに避難 

              グランドで出てきたクラスの順に整列 

              人員点呼  教科（学級）担任→学年集約→学校長 

 

  非常時の行動について 

 １．非常放送を静かに聞く。       非常ベルが鳴ったら、ただちに静かにさせる。 

 ２．必ず先生（不在のときは代議員）   放送の指示通りに誘導する。（非常事態の内容が分 

   の指示に従う。           からないので、勝手な指示は出さない。） 

 ３．迅速に行動する。          出席簿を持って出る。 

   校舎内では焦らず、外では駆け足   人数確認は必ず教師が行う。（教科担任、学級担任、 

                     自習時は学年の教師） 

 ４．避難経路の確認を。      

   自教室だけでなく、特別教室も 

 ５．休憩時等には非常放送に従う。                 
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地震、津波等発生時の校内対応 

 

１、 教職員の体制と学校災害対策本部の業務内容 

 

・枚方市で震度５弱以上の地震が発生したとき 

 

① 本部（総括）：校長、教頭、首席、運営委員会 

・校内放送等による連絡や指示顧問 

・応急対策の決定 

・学校の設置者、市教育委員会、ＰＴＡ等との連絡調整、報告 

・報道機関等との連絡、対応 

・情報収集 

 

 

② 安否確認・避難誘導班  

・非常持出し品の搬出 

・揺れがおさまった直後に負傷の程度を的確に把握し本部に報告 

・安全な避難経路を使っての避難誘導 

・行方不明の児童生徒等、教職員を本部に報告 

・被害状況の把握 

 

 

③ 安全点検・消火班   

・初期消火、安全点検 

・施設等の構造的な被害程度の調査及び本部への報告 

・避難、救助活動の支援 

 

 

 

＊津波警報が出された時は、地震・津波の状況、避難経路等（国道 1号線地下道路の浸水、

京阪電車の踏切個所等）の情報を収集し、安全確認をした後、 

原則として、枚方市立蹉跎東小学校   に避難するよう指示する。  

住所：枚方市翠香園町 30-1  TEL：050-7102-9124 

学校は、地域や学校の実態に応じた基本対応を具体的に検討するとともに、生徒・保護

者・地域自主防災組織と共通理解を図っておく必要がある。 

また、勤務時間外に地震が発生した場合は、学校災害対策本部で検討し、教職員緊急連

絡網で全職員に連絡したのち参集する。 
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非常変災時の対応 

 
委員会通知（非常変災時について） 

 
 

非常変災時等における措置及び自然災害等による被害状況の報告について 
 
 
１．気象状況等によって、災害の発生が予想される場合には、台風情報等気象情報を常に確認する。         
 
２．交通機関のストライキ等が予想される場合には、報道に注意し、運行状況の把握に努める。 
 
３．非常変災時の状況（気象警報発表時等）や交通機関の運行状況（ストライキ等）に応じて、や

むを得ないと判断する場合は適切な措置を講じるとともに、措置状況【別紙様式１】を教育委員
会に報告する。 

（１）前日に措置を講じた場合は、その日の午後３時までに報告する。 
（２）当日に措置を講じた場合は、その日の午前９時までに報告する。 
（３）報告先及び報告方法 児童生徒支援室にＦＡＸ（０７２－８５１－２１８７）または電子媒体による報告 
 
４．自然災害等（震度５弱以上の地震、土砂災害、洪水等）発生時は、適切な措置を講じるととも

に、被害状況【別紙様式２】を教育委員会に報告する。 
（１）自然災害等によるはじめの被害発生から２４時間以内 
（２）報告先及び報告方法 児童生徒支援室にＦＡＸ（０７２－８５１－２１８７）または電子媒体による報告 
 
５．特別警報、暴風警報、暴風雪警報、洪水警報のいずれかが発表された時の措置について 
（１）幼児・児童・生徒の登校園前（午前７時の時点） 

①枚方市に、特別警報が気象庁より発表されている場合は臨時休業とする。 
②枚方市に、暴風警報、暴風雪警報、洪水警報が気象庁より発表されている場合は解除される

まで、幼児・児童・生徒は自宅待機とする。解除後については、学校園ごとに適切な措置を
講じる。 

（２）幼児・児童・生徒が在校園中 
①特別警報が気象庁より発表された場合は、原則として学校待機とし、状況によって教育委員

会と連携して対応する。 
②暴風警報又は、暴風雪警報が気象庁より発表された場合は、すみやかに下校措置を講じる。

下校に際しては、安全対策に万全を期する。 
③洪水警報が気象庁より発表された場合は、雨量・通学園路の状況等を十分勘案して安全確保

に努め、下校させる、学校園に待機させるなど、適切な措置を講じる。 
（３）早朝の預かり保育については、午前６時の時点で枚方市に特別警報、暴風警報、暴風雪警報、

洪水警報が発表されているときは、中止とする。 
（４）土砂災害警戒区域が敷地内に含まれる学校園については、教育委員会が災害情報を収集し、

適切な措置を講じる。 
（５）学校施設等の管理に万全の措置を講じる。 
 
６．地震発生時における措置について 

・枚方市に震度５弱以上の地震が発生した場合、臨時休業の措置をとる。 
     （１）前日の下校以降、登校までに発生した場合は、当日を臨時休業とする。 
   （２）土・日・祝日及びその前日に発生した場合は、休業日明けを原則、臨時休業とする。 
 
７．家庭への連絡は、プリント等で適切に行い、必要に応じて学校園メール配信システムを活用す

ること。 
 
８．やむを得ず臨時休業の措置をとった場合は、年間指導計画に基づき、適切な補充の方途を講じ

る。  
 
【非常災害時の配備体制】Ｙﾄﾞﾗｲﾌﾞ―教職員課―学校園用事務手引き―10 非常災害時の配備体制】 
 

                     枚 方 市 教 育 委 員 会 
令和元年（2019 年）６月 13 日適用 
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不審者侵入防止対策 

 重点事項 

  ・来校者が無断で校内に立ち入る事を防止する。 

  ・登下校時等の開門中は必ず生徒の出入りを管理する。 

  ・登下校時以外は、全ての門を閉鎖し、自由に出入りできないようにする。 

  ・来校者に対する出入口は１カ所に限定し、出入りを確実に把握する。 

（１）校門の管理について 

  ・来校者にはインターホンで職員室に連絡してもらう。 

（２）裏門（通用門）の管理について 

  ・裏門（通用門）は終日鍵による閉鎖を行う。 
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Ｊアラートによるミサイル発射情報に対するガイドライン 

 
 
 
 

 
Ⅰ あらかじめ教職員間で確認・情報共有する事項 

 
 
 

 

 

 

 

 

Ⅱ Ｊアラートによるミサイル発射情報が発信された場合の対応 
  
※ 幼児児童生徒等には、必要以上に不安にさせることがないよう、十分、配慮しながら、 

下記の事項について周知を図るなど、実態に応じた安全指導を行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 速やかな避難行動と情報収集  
 
○落ち着いて、直ちに次の行動をとる。 
 
屋外にいる場合 ⇒ できる限り近くの建物(できれば頑丈な建物)や地下（地下街や地下駅舎

などの地下施設）に避難する。  
 

建物がない場合 ⇒ 物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守る。  
 

屋内にいる場合 ⇒ 窓から離れるか、窓のない部屋に移動する。  
 
＜近くにミサイルが落下した場合 ＞ 
 
○屋外にいる場合：口と鼻をハンカチで覆い、現場から直ちに離れ密閉性の高い屋内又は風上 

へ避難する。  
○屋内にいる場合：換気扇を止め、窓を閉め、隙間をテープで埋める等、室内を密閉する。 

 
 

○正確かつ迅速な情報収集 
 
 Ｊアラートの続報、テレビ、ラジオ、インターネット等から情報収集する。 
 行政からの指示があれば、それに従って落ち着いて行動する。 

 

２ 登下校時の留意事項  
 
○ミサイルが上空通過、枚方市を中心とした一定距離圏外（約 30ｋｍ）または大阪府域外に
落下した場合  

 
⇒ Ｊアラートの続報などでミサイルが上空を通過したことや海上等に落下したことの確認

が取れた場合は、原則として登下校を再開する。  
 
○ミサイルが枚方市を中心とした一定距離圏内(約 30ｋｍ)または大阪府域内に落下した場合  

 
⇒ Ｊアラートの続報、テレビ、ラジオ、インターネット等から情報収集し、安全を確保で

きるように落ち着いて行動する。 
 

○ミサイルの落下物を発見した場合  
 

⇒ 決して近寄らず、警察・消防に連絡する。 

１ 幼児児童生徒等の避難方法や安全確保の方策 
下記 「Ⅱ Ｊアラートによるミサイル発射情報が発信された場合の対応」を参考に適
切な指示ができるようにしておく。 

 
２ 幼児児童生徒等の安否確認方法 

自然災害時の対応等を準用するなどして検討しておく。 

※本ガイドラインは大阪府教育庁が作成のガイドラインをもとに、次の２点について変更しています。 

①市立学校園を対象としています。 

②枚方市の位置関係を考慮し、対象範囲として「枚方市を中心とした一定距離圏内（約 30ｋｍ）」を含ませています。 
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Ⅲ Ｊアラートによるミサイル発射情報が発信された場合の枚方市立学校園の対応 
 
１ Jアラートが発信されたとき 
ﾐｻｲﾙが発射され、日本の領土・領海の上空を通過、又は領土・領海に落下する可能性がある場合 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 状況別の臨時休業の取扱い等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校外・園外活動時

登 下 校 時

在 校 ・ 在 園 時

引率教員等は、幼児児童生徒等を近くの建物や地下などへ速やかに避難誘導

学校園に登校・登園した、又は下校・降園していない幼児児童生徒等を

校園舎内等へ避難誘導し、安全確保に努める

校園舎内等への避難や建物内では窓から離れるなど、適切な指示のもと、

幼児児童生徒等の安全確保に努める

登 校 ・ 登 園 前 自宅待機

Ａ Ｂ Ｃ

領土・領海

外に落下

日本の上空

を通過

領土・領海

に落下

（Ｄを除く）

Ｄ

状 況

パ タ ー ン

臨 時 休 業 の

取 り 扱 い

在 校 ・ 在 園 時

登 下 校 時

枚方市を中心とした一定距離圏内（約30ｋｍ）

または大阪府域に落下

校外・園外活動時

①幼児児童生徒等を安全な場所で保護

②引率教員等は、自校に現状報告を行う

　とともに、引き続き情報収集に努める

③安否情報を保護者へ連絡する

○学校園に登校・登園した、又は下校・降園

   していない幼児児童生徒等については、

　在校・在園時に準じた対応を行う

①原則として幼児児童生徒等を学校園で保護

②引き続き情報収集に努める

③安否情報を保護者へ連絡する

臨時休業原則として臨時休業は行わない

教育活動を再開

（登校時）

　   登校後、教育活動再開

（下校時）

　   安全確認後、下校させる

 ○始業の繰り下げ等の対応をとった場合

　 は、児童生徒支援室まで報告すること

安全確認後、校外・園外活動を再開


